





















































たうえで、重量が 100kg/m2 程度の床では、JIS 等級曲線による評価において、500Hz























開始 2 時間後でも、床下面材温度を約 400℃、床上面材温度を約 200℃に止めることが
可能であり、2 時間耐火性能を確保できることを示している。  
 



















(1) 従来の RC 床と比較して重量が半減しさらに現場工期短縮を可能にする床とし
て、厚さ 3.2mm の平板と波板からなるサンドイッチパネル状の乾式組立鋼製床を提
案した。また床の鋼製化による顕著な効果として、軽量化による地震荷重の低減に注




















は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。また、平成 28 年 7 月 25 日、
論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取
得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。  
 
